
皆さんこんにちは。今日はお客様としまして、会員増強ゲストの藤田様、川﨑(史)会員ゲ
ストの朝子様、ようこそお越しいただきました。ごゆっくりとお過ごし下さい。 

12 月 8 日（土）年末家族例会、尾川親睦委員長のもと、泉会員プロデュースとご協力の
格調ある演奏会ありがとうございました。親睦委員会の皆様お疲れ様でした。 

12 月 2 日（日）加古川プラザホテルでの地区ロータリー研修デー出席の皆様ご苦労様
でした。私は地区補助金プロジェクト当クラブ野並委員長の事例発表を聞いてまいりまし
た。品格のある素晴らしい発表でした。 
今日は「水道民営化」の話をします。 
水道事業が抱えるさまざまな課題 
① 人口減少社会の到来 

2060年の推計人口は、8,674万人（2010年と比べて、およそ３分の２に減少） 
② 管路等の老朽化の進行・更新の遅れ 

平成 26年度の管路更新率 0.74％（全国平均）→全ての管路を更新するのに約 130
年各水道事業体の管路の更新率、経年化率を公表（水道技術管理者研修にて） 

③ 自然災害による水道被害の多発 
東日本大震災、平成 27年 9月関東・東北豪雨、平成 28年 1月西日本の寒波によ
る被害。熊本地震 

④ 水道事業に携わる職員数の減少 
職員数は約 30年前に比べて 3割強減少、高齢化も進行 
※改正水道法のポイント 
（関係者の責務） 
国は水道の基盤強化の基本方針策定。都道府県は市町村の事業の広域化推進。
事業者は基盤強化に努める。 

（官民連携） 
自治体に認可を残してまま民間に運営権を売却する「コンフェッション方式を導入
可能に。 

（広域化） 
都道府県が基盤強化計画を定め、関係市町村などによる協議会設置。 

（水道料金が高い地域）  
1.北海道夕張市  6,841円 
2.北海道由仁町  6,379円 
3.北海道羅臼町  6,360円 
4.北海道江差町  6,264円 
5.熊本県上天草市 6,264円 

（水道料金が低い地域） 
1.兵庫県赤穂市    853円 
2.山梨県富士河口湖町 985円 
3.静岡県長泉町   1,120円 
4.静岡県小山町   1,130円 
5.和歌山県白浜町  1,155円 

※大阪市は、改正法成立を待ってコンセッション方式の一部導入を検討している。 


